
西島昭男君：誕生日のお祝いありがとうございます。
道部秉君・林田充君・鈴木幸彦君・佐々木力也君：結婚

記念日のお祝いありがとうございます。
影島山弘君・鈴木幸彦君：入会記念日です。
山本倫弘君：小柳津さんよろしくお願いします。入会記

念日です。
杉山栄一君：沼津ＲＣと合同のゴルフコンペで隠しホー

ルに恵まれ、スコアは今一でしたが、2位
になりました。ありがとうございました。

影山桓義君：早退します。
Ｆテーブル：テーブル会残金です。

　牧村久夫氏の入会について　　　　　　　承　認

 イニシエーションスピーチ

　皆さんこんにちは、２月９日に入会
させて頂きました。よろしくお願い致し
ます。私の苗字「小柳津」は、よく「お
やいづ」と呼ばれます。おやいづ姓
は、藤枝と焼津に多いようですが私は
「こやいづ」と読みます。家族構成は私のほか母と家内と
息子２人と娘１人の６人家族です。
　私の会社は「株式会社 協和製作所」と申しまして、東名
沼津インターから北へ約１Ｋｍ程の「沼津鉄工団地」の中
にあります。昭和３０年創業の今年で５５年になります。
従業員数は２５名です。扱い品目は「油圧プレスの設計製
造販売とメンテナンス」、これは完全な受注生産です。そ
れから「産業機械、および設備機械の部品加工」、構造物
を主体とした大物の加工を得意としていますが、小さなも
のの加工も行います。「大きなものから小さなものまで」を
キャッチフレーズにやっています。沼津、三島を中心に東
は埼玉、茨城、京浜地区、西は浜松、豊川まで８０社ほど
お取引を頂いております。今までに製作した油圧プレスで
印象的なものは、自動車のハンドル成型機、カシメプレス
機、トリミングプレスなどがあげられます。　　　　
　私は昭和２８年の生まれ、現在５６歳になります。生ま
れた年に日本のテレビ放送が始まり、５歳の時、東京タワ
ー完成。小学校５年の時、東京オリンピック。高校２年の
時、大阪万博と日本の高度経済成長の中で幼年期、少年

期を過ごさせて頂きました。しかし世の中そんなに甘くな
く、就職の時は大変で４８年のオイルショックのあと５０
年に大不況になりまして、５１年の就職は大変苦戦しまし
た。就職氷河期といわれ、就職戦線異状ありなどともいわ
れました。　
　生まれたところは今は小田原市になっていますが、「足
柄下郡橘町」というところです。橘町はその名のとおり柑
橘発祥の地とされています。
　小中とその橘で学びました、中学のときの部活は卓球
をやっていました。３年の時キャプテンを務めましたが、
過去５年間、下群の大会（今の「中体連」のようなもの）で
団体戦連続優勝をしていました。先輩からも部長先生か
らも連続優勝記録を絶やすなと常に言われまして、子供な
がらに大変なプレッシャーを感じていましたが幸運にもな
んとか６連覇を達成することができました。
　高校は「小田原高校」に通いました。小田原高校は歴
史の古さと、１００段坂が有名です。３年間でずいぶん足
腰は鍛えられたような気がします。
　大学は「早稲田大学商学部」に進学しました。大学時
代の思い出といいますと、１年生の体育の授業で「馬術」
が抽選で当たり、乗馬が経験できたことです。生まれて初
めて馬に乗ることができ毎週１回の授業が楽しみでした。
馬は非常に人をみる動物です。また、音にすごく敏感で大
きな音はもちろん急に大声を出すのも厳禁でした。１年間
でひと通り歩かせ方を学び、最後の終了テストで走らせて
もらえた時の爽快さは今でも覚えています。それ以来、馬
に乗るチャンスは巡ってきませんが、いつかもう一度乗り
たいと思っています。
　いまひとつはゼミで学んだ「企業の社会的責任」につい
てです。「企業の目的は、利潤ではない。利潤はあくまで
も手段であり、企業の目的とは社会への貢献である」とい
うこと。卒業して３４年になりますが今でもこのことはい
つも私の頭から離れることはありません。拝金主義や身勝
手な企業行動は今、通用しません。環境問題などそのい
い例です。ＣＯ2の削減についても総論では賛成していて
もいざ自分のところはどう貢献するかという段になるとい
わゆる各論反対になる。景気の波の浮き沈みの中で常に
適切に対処していくのはなかなか難しい問題ではあります
が、「社会への貢献」ということだけは忘れないようにし
たいと思っています。
　最後に、私の趣味はドライブと城（城跡）めぐりです。好
物はそばです。それから落語を聞くのが好きで古今亭志ん
生と志ん朝親子の落語をよく聞きます。以上、大変取り留
めの無い話になってしまいましたが、ご清聴ありがとうご
ざいました。今後ともご指導よろしくお願いいたします。


